平成１５年度　全国鉄構工業協会　青年部会連絡協議会

第６回理事会　議事録

日　時 ： ２００４年　２月２１日　１３：００～１７：００

場　所 ： 東京都・東京鉄構工業協同組合

出席者 ： 上野（栃木）、近藤（福島）、大井（滋賀）、安田（岡山）、福岡（愛知）、

板垣（山形）、山野（茨城）、吉岡（東京）、米森（石川）、相馬（静岡）、

戸梶（高知）、山下（佐賀）

報　道 ： 田中（鋼構造出版）

議事録作成：上野勝弘（栃木）

（司会）　大井副会長

1． 開　会

2． 出席者の確認

3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　上野勝弘

　　　　春を思わせる陽気の東京での第６回理事会に際し、全国から御出席いただき、ありがとうございます。前回の理事会は、１２月冬の金沢での開催で、現在までの今年度の活動の詳細に現状の検証をチェックするとともに、４月に富山で開催される総会の内容確認をすることができました。今回はそれをさらに精査して最終的な確認をすることになるかと思います。また２月は全国で助成金事業も数多く開催されており、その中心的役割をして頂いている理事の皆様には深く感謝させて頂きます。引き続きのご協力をお願いします。

4． 前回議事録の承認

　　　　１２月１３日に金沢にて開催された「第５回理事会」議事録を事前メール配信。

青連協ホームページへの掲載済。

5． 各地ブロック活動報告　　　　　≪HPに掲載済。主に市況を簡潔に報告≫

北海道BC・・事前提出資料により報告。助成金事業は３月１２日に“元気”がでるテーマであの“絶好調男”の中畑清氏の講演会の開催予定。

東北BC・・・板垣理事より報告。鋼材不足が深刻化。

関東BC・・・山野監事より報告。２月１４日に役員会と助成金事業を千葉で開催。構造設計事務所との勉強会も各地で開催。鋼材不足の影響あり。

北陸BC・・・米森理事より報告。４月の総会に向けて準備中。ＪＳＣＡとの連携をさらに強化。鋼材不足が問題。

中部BC・・・相馬理事より報告。２月に静岡にて“東海地震について”のテーマで助成金事業を開催。研修会での議論も白熱した。

近畿BC・・・大井副会長より報告。２月２１日に助成金事業を大阪で開催。

中国BC・・・安田副会長により報告。２月１３日に広島で助成金事業を開催。非常に盛り上がった研修会だった。材料費高騰の影響があり。

四国BC・・・戸梶理事より報告。鋼材不足が深刻化。２月２８日に助成金事業を徳島にて予定。

九州BC・・・山下理事より報告。２月２８日に福岡で１０周年式典。

6． 協　議

1） 第１３回通常総会＆全国会長会議（全国大会富山大会）について

北陸ブロック担当の米森理事より説明。

ａ）開催概要

　　　２００４年４月１７日。富山県・宇奈月ニューオータニホテル。

全体テーマ「鋼構造の良質化～設計者と製作者の相互理解を求めて～」

基調講演会の講師として竹中工務店の丸岡さん。予備登録１６０名程度。

全構協の役員には日程と出席を依頼済み。

b）当日のタイムスケジュール

１０：００～　第１回理事会

１３：１５～　全国会長会議（９０分）

１５：００～　第１３回通常総会（９０分）

１６：４５～　基調講演会（９０分）

１９：００～　懇親会（１２０分）

２１：００～　二次会（１２０分）

c）総会の担当割（タタキ台のシナリオにて検討）

　　　司　会・・・山野

　　　開会の辞・・・戸梶

議　長・・・米森

　　　議事録作成人・・・安田（敦）

　　　議事録署名人・・・相馬、板垣

　　　事業報告・・・安田（浩）

　　　決算報告・・・福岡

　　　監査報告・・・上柿

　　　事業計画・・・近藤

　　　収支予算・・・福岡

　　　閉会の辞・・・山下

　　　その他、総会資料のシナリオを読み合わせて内容チェックをした。

ｃ）その他

　　　・４月１日の時点での会員数の調査を早急に行なう。各理事が吸い上げ、今月中に大井副会長に報告する。

　　　・前泊希望者は現在、富山市内希望が３０人程度。

・来賓の全構協役員は例年通りとする。青連協OBへは案内発送済み。

　　　　　　　　・翌日のゴルフ参加者は若干名。

2） 助成金事業について

各ブロックへの助成金事業が２月に集中している。

助成金はすべてのブロックに振込み済。

本日現在の各ブロックでの助成金事業は以下の通り。

（北海道BC）　　04/ 3/12    札幌　（福岡）

（東　北BC）    03/ 8/29　  福島　（上野）

（関　東BC）    04/ 2/14　  千葉  （吉岡＆山野）

（北　陸BC）    04/ 2/ 6　  富山　（上柿）

（中　部BC）    04/ 2/ 7    静岡　（山野）

（近　畿BC）　　04/ 2/21   大阪　（上柿）

（中　国BC）    04/ 2/13   広島　（大井）

（四　国BC）　　04/ 2/28   徳島　（安田浩）

（九　州BC）　　04/ 2/28   福岡　（上野）

　　　　　なお、助成金事業については、青連協理事が基本的に参加させて頂く。しかし２月に集中しているので物理的に難しい部分もある。全国統一活動のテーマについては「設計者とのコミュニケーションつくり」で進めていく。

3） 具体的な行動について

　　　・「国交省やＪＳＣＡとの交流」について

ＪＳＣＡ新年賀詞交換会に上野会長と米森理事で出席。今後も引き続きの交流を模索していく。４月の総会にも出席頂く予定。

・「新分野調査アンケート」の取りまとめについて

　　　１月に全構協技術委員会に追加の具体的な報告書を提出。

　　　現在、追加のフォローも上野会長の方で進めている。

4） 各グループ活動内容について

　　　　　○事業推進グループ・・・近藤副会長から説明。

・全国統一活動について

助成金事業で全国的に動く。

・JSCAとの関係について

　　1月２３日のＪＳＣＡ新年会に出席。

　　　　　○情報ネットワークグループ・・・安田副会長から説明。

・ホームページのリンク先の更新作業を行なう。

　　　　　○総務システムグループ・・・福岡会計理事から説明。

・全国からの会費納入が完了。

　・献血事業をさらにＰＲ推進。１月に献血強化週間を実施。

5） 次期青連協役員について

・各地ブロックからの出向者が具体的に報告があった。

・次期の青連協会長についても理事会の承認を頂き、内定した。

7． 報告・依頼・確認事項

・鋼構造出版の田中氏より市況を交えた報告あり。

・役員改選時期にあたり、新理事への引継ぎの機会が必要不可欠。

　　・全国会長会議の内容整理のため、３月中に正副会長にて臨時三役会を開催予定。

８．閉　会

※　次回理事会の開催　

「平成１５年度 第１回理事会」（新旧合同）

２００４年４月１７日（土）１０：００～

　　　　　　　　富山県・宇奈月ニューオータニホテル

